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研究拠点の動き

拠点全体会議を行いました
2023年1月25日に、本拠点全体会議を行いました。
運営の状況を確認するとともに、拠点メンバーの間で意見交換を行い、活動の方向性を共有す
るものです。それと同時に論文出版についての表彰も行いました。本拠点では2022年登録され
た論文について、3部門の表彰を行っていますが、今回、論文数部門は西田特任教授、Singh特
任助教、鈴木教授が、論文増加数部門は、西田特任教授、Singh特任助教、鈴木教授が、論文
増加率部門は、Singh特任助教、鈴木教授、中島田教授がそれぞれ受賞されました。受賞者に
は松村代表から賞状が授与される他、研究ネットワークの充実や出張旅費の補助を行ってい
ます。参考までに、2012年度から2022年度までの論文数の経年推移グラフを以下に示します。
拠点ができた2017年以降、確実に論文数が増えています。

2023年2月9日 金田一准教授が広島大学が躍動し広島の地を活性化させる基金推進会
総会にて、地中熱利用に関する研究紹介をしました

2023年2月20日 第105回広島大学バイオマスイブニングセミナーを共催しました。

2023年2月22日 第76回拠点拡大運営会議を開催しました。

図：論文数の経年推移

関連の内外イベント

2023年7月3-4日に、第7回国際燃料・エネルギーシンポジウム（The 7th International
Symposium on Fuels and Energy, ISFE 2023）を開催します。東広島芸術文化ホール「くらら」を
会場とするオンサイト参加とZOOMによるオンライン参加のハイブリッド形式で準備しています。
詳細は下記URLでご案内いたします。
https://symposium2023.isfe.hiroshima-u.ac.jp

https://symposium2023.isfe.hiroshima-u.ac.jp/
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研究概要

研究分野：カーボンリサイクル
研究キーワード：化学工学、分離技術、反応工学、プロセス・システム設計、環
境・資源・エネルギー工学

広島大学 A-ESG科学技術研究センター 特任教授

研究の背景

略歴

2022年9月にA-ESG科学技術研究センター特任教授として着任しました。カーボンリサイクル部
門に所属し、二酸化炭素の排出削減や循環利用に関する研究を実施していきます。A-EGSは
Academic-Environment, Governance, Society を意味します。アカデミアの立場でESG課題を検討

し、カーボンニュートラルな技術の開発や産官学の連携によるグローバル／ローカルな問題の
解決に貢献するよう、研究活動に取り組んでいく所存です。

これまで、環境および資源・エネルギーの分野において、化学工学に軸足をおいた要素術研
究・プロセス研究を行うとともに、フィールドでの実証や、地域社会におけるエネルギー利用シ
ステムの設計・評価に関する研究に従事してきました。特に、地球温暖化対策や持続可能な社
会の構築に向けたバイオマス利用は、自身の主要な研究テーマとして取り組んできました。バ
イオマスの変換技術については、高温高圧水反応、炭化・ガス化などの熱化学プロセス、酵素
反応や発酵などの生化学プロセスを幅広く視野に入れ、地域の特性に合った地産地消型（地
域分散型）のバイオマス利用システムの構築に関する検討を行ってきました。自然界の炭素循
環の過程（グローバルなカーボンサイクル）で二酸化炭素を吸収・固定化して成長するバイオ
マスを利用することと、社会や産業活動の範囲内で二酸化炭素を回収して再資源化するカー
ボンリサイクルを並行して議論することは非常に有用だと考えています。化石資源からの本格
的な脱却を目指すこれからの社会構造・産業構造において、材料や燃料として有機物を持続
的に利用するためには、二酸化炭素を有機物に変換する、バイオマス利用およびカーボンリサ
イクルが根幹となります。

A-ESG科学技術研究センターカーボンリサイクル部門では、メタネーションをはじめとするカーボ

ンリサイクルプロセスで必要となる種々の要素について、二酸化炭素の分離・回収、反応に用
いる水素の製造（自然エネルギー由来のグリーン水素）、反応触媒の開発といった要素技術、
反応装置やプロセスの設計や運転など、総合的に研究を進めていきます。また、プロセス・シ
ステム全体の設計や物質収支・エネルギー収支の評価を行い、持続可能で意義のあるカーボ
ンリサイクルシステムの社会実装に向けた実用技術の確立を目指します。

1998～2001 東京大学生産技術研究所 JSPSリサーチアソシエイト
2001～2002 ハワイ大学自然エネルギー研究所 Visiting Scholar/Junior Researcher
2002～2008 東京大学 荏原バイオマスリファイナリー寄付研究ユニット客員助教授
2008～2016 東京大学生産技術研究所 エネルギー工学連携研究センター 特任准教授
2016～ 合同会社リトカ研究者工房 社長/代表社員
2022～ 広島大学 A-ESG科学技術研究センター 特任教授
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